
高等学校 令和８年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○ ○

○

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○

３
学
期

生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について、植生と
繊維生態系とその保全を理解していると
ともに、それらの観察・実験に関する技
能を身に付けている。また、生態系の保
全の重要性について認識している。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の多様性と生態系について、観
察・実験などを通して探究し、生態系に
おける、生物の多様性及び生物と環境と
の関係性を見出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の多様性と生態系に主体的にかか
わり、見通しを持った振り返りをするな
ど科学的に探究しようとしている。

・指導事項
　植生
　バイオーム
　遷移
　生態系のバランスと保全

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

１
学
期

生物の特徴
【知識及び技能】
　生物の特特徴や遺伝子とその働きを理
解しているとともに、それらの観察・実
験などに関する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について、観察・実験など
を通して探究し、多様な生物が持つ共通
の特徴を見出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の特徴に主体的にかかわりm見通し
を持ったり振返ったりするなど、科学的
に探究しようとしている。

・指導事項
　細胞の共通性
　原核細胞と真核細胞
　光合成・呼吸
　酵素
　ＤＮＡの構造
　遺伝子のはたらき
　遺伝子の発現
　タンパク質

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

２
学
期

ヒトの体の特徴
【知識及び技能】
　ヒトの体の調節について、神経系と内
分泌系による調節、免疫を理解している
とともに、それらの観察・実験に関する
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトの体の調節について、観察・実験
などを通して探究しm神経系と内分泌系に
よる調節、及び免疫などの特徴を見出し
て表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　ヒトの体の調節に主体的にかかわり、
見通しを持った振り返りをするなど科学
的に探究しようとしている。

・指導事項
　自律神経系と内分泌系
　体内環境の維持
　自然免疫
　獲得免疫

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

東村山

　自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 態
配当
時数

2

（１組：小糸 ） （２組：秋本 ） （３組：秋本 ）

　自然現象について、特徴を見出して表現している。

指導項目・内容 評価規準 知

○ 20

○ 26

○ 24

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○

○

合計

（４組：小糸 ）

思

理科

　自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

（５組：小糸 ） （６組：秋本 ）

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、主体的にかかわり、科学的に探究し
ようとしている。

【学びに向かう力、人間性等】

生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、理解するとともに観察実験技術を身
に付ける

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、特徴を見出して表現している

数研出版　改訂版　新編　生物基礎

理科

70

理科 生物基礎

定期考査 〇 〇



高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

東村山

３
学
期

E.酸と塩基の反応
【知識及び技能】
　酸と塩基、それに関する性質、反応について
理解するとともに、酸と塩基に類する実験の方
法について身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な特徴から酸と塩基を見きわめられると
ともに、塩の性質から水溶液の性質を判断する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な物質について酸と塩基にと結びつけよ
うとする。また、中和の反応について科学的に
探究しようとしている。

・指導事項
　酸性・塩基
　水溶液のpH
　中和反応
　塩
　中和滴定

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

　自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

（５組：磯野） （６組：磯野）

　物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 化学基礎

（１組：磯野）

F.酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸化還元の定義について理解しているととも
に、金属の酸化をイオン化傾向とともに理解し
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
酸化数の増減から酸化還元について考えること
ができる。金属固有の性質をイオン化傾向から
考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　酸化還元の性質について興味をもつととも
に、イオン化傾向について科学的に探究しよう
としている。

○ 14

D.物質量と化学反応式
【知識及び技能】
　物質量と粒子数，質量，気体の体積との関係
について理解するとともに、化学反応式は化学
反応に関与する物質とその量的関係を表すこと
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 物質量について探求し、様々な関係について
考え、表現しているとともに、化学反応式の関
係について表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量と粒子数、質量、気体の体積との関係
について主体的に関わり、化学反応式との関係
について科学的に探究している。

・指導事項
　物質量
　物質量との関係
　化学反応式
　化学反応式の量的関係

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質量と化学反応式について理解するとともに，実験の技
能と物質を探究する方法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　物質量と化学反応式についての観察，実験を行い，物質の
変化における規則性や関係性を見いだして表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質と化学反応式に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度を身に付けている。

○

【知識・技能】
　様々な結合を理解するとともに，科学的に探究する方法を
理解する。身近な物質の探究に必要な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　身近な物質の探究に関する事物・現象の中に問題を見いだ
し，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出
した考え方を的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身近な物質の探究に関する事物・現象に主体的に関わり，
それらに対する気付きからさらに探究しようとする態度を身
につけている。

○

10

合計

70

○

○ ○ 14

・指導事項
　酸化と還元
　酸化剤と還元剤
　金属の酸化還元反応
　イオン化傾向
　電池

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　酸化と還元について理解するとともに，器具の扱い方や溶
液の調製方法など滴定操作における基本的な技能を身に付け
ている。
【思考・判断・表現】
　酸化・還元と中和についての観察，実験を行い，酸化数な
どから酸化・還元を科学的に探究する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸化還元の性質について興味をもつとともに、イオン化傾
向について科学的に探究しようとする。

○ ○

【知識・技能】
　酸・塩基と中和について理解するとともに，器具の扱い方
や溶液の調製方法など滴定操作における基本的な技能を身に
付けている。
【思考・判断・表現】
　酸・塩基と中和についての観察，実験を行い，中和反応に
関与する物質の量的関係を科学的に探究する力を身に付けて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　酸・塩基と中和に主体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を身に付けている。

○ ○

○

○ 12

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第一学習社　高等学校　改定　新化学基礎

理科

　自然現象について、特徴を見出して表現している。

　自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

理科 化学基礎 2

（２組：磯野） （３組：磯野） （４組：磯野）

B.物質の構成粒子
【知識及び技能】
　原子の構造やイオンの生成について理解して
いるとともに、周期表の性質について理解をし
ている。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構造からイオンの生成について探求
し、表現している。元素の周期表の性質につい
て探求をし、表現をしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　原子の構造などについて主体的に関わり、特
徴や同じ性質について科学的に探究しようとし
ている。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
物質とその変化についての理解を深め，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付ける。

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

定期考査 ○ ○

○ ○

定期考査

２
学
期

10

10

C.粒子の結合
【知識及び技能】
　様々な結合の構成粒子について理解している
とともに、実験・観察を通して結合による性質
について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　構成粒子について探求し、様々な結合の種類
の性質の違いについて表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の結合などについて主体的に関わり、特
徴や性質について科学的に探究しようとする。

・指導事項
　イオン結合
　共有結合
　分子
　配位結合
　分子の極性
　金属結合

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

○ ○

・指導事項
　原子の構造
　イオン
　周期表

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質の構成粒子について理解するとともに，実験の技能と
物質を探究する方法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　物質の構成についての観察，実験を行い，物質の構成にお
ける規則性や関係性を見いだして表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　物質の構成などに主体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を身に付けている。

１
学
期

A.物質の構成
【知識及び技能】
　物質の特徴やその性質について理解している
とともに、それらの観察・実験などに関する技
術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の特徴について、観察・実験などを通じ
て探究し、特徴や性質について表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質の特徴に主体的に関わり見通しを持ち、
振り返ることで科学的に探究しようとする。

・指導事項
　混合物
　純物質
　分離と精製
　元素
　状態変化

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　物質の分離・精製や元素の確認，状態変化などについて理
解するとともに，実験の技能と物質を探究する方法を身に付
けている。
【思考・判断・表現】
 物質の分離・精製や元素の確認，状態変化などの観察，実
験を行い，科学的に探究する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
物質の分離・精製や元素の確認，状態変化などに主体的に関
わり，科学的に探究しようとする態度を身に付けている。

○ ○ ○



高等学校 令和８年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○

・指導事項
プレートの分布と運動
プレートの境界
地殻の変動と地質構造
変成作用
大地形の形成

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

D 単元　火山
【知識及び技能】
　マグマの発生条件や粘性について、プレートの運動と関連付けて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
マグマの性質と、噴火様式や火山帯との関係について学習する。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

東村山

３
学
期

I 単元　地層と化石
【知識及び技能】
岩石の風化や河川による浸食、運搬、堆積について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
地層やそこから産出する化石の観察を通して、地層が堆積したときの環境や
地層が形成された地質時代が推定できることを理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
地層の形成
地層の重なりとひろがり
堆積岩
化石と地質時代

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
風化のしくみや河川の働きから，地層の形成について理解し，知識を身に付けている
【思考・判断・表現】
堆積岩の観察を通して，堆積物から堆積岩の種類を判別することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
さまざまな化石のでき方，示相化石と示準化石について関心をもち，地質時代のできごとを解明
する方法を意欲的に習得しようとしている。

○ ○

E 単元　地球のエネルギー収支
【知識及び技能】
　大気圏の鉛直構造や特徴を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
水の状態変化についての知識をもとに、対流圏で起こる現象について理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
火成岩の形成
火成岩の種類
大気の構成と特徴
対流圏における水の変化
太陽放射と地球放射
地球を出入りするエネルギー

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
大気の組成と圧力，大気圏の構造について理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
高度別の気温のデータから，グラフを作成し，大気圏が高度による気温の変化にもとづいて区分
されていることを確認することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大気の組成，大気の圧力，大気圏の構造，オゾン層に関心をもち，各種の気象情報を積極的に日
常生活に利用しようとしている。

○ ○

・指導事項
地震の発生と分布
地震波の伝わり方
日本付近で発生する地震

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
　地震の発生と分布の特徴について理解し，知識を身に付けている。日本付近の地震の分布と種
類を理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
大森公式を利用して，初期微動継続時間から震源距離を求めることができる。南海地震前後の室
戸岬の変動を示すグラフから，地震のおこるしくみ，地震の種類について，地下のプレートと関
連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地震の発生と分布の特徴に関心をもち，地震のおこるしくみについてプレートの運動と関連させ
て，意欲的に探究しようとしている。

○ ○

定期考査 ○

○ 6

J 単元　地球と生物の変遷
【知識及び技能】
　化石や地質学的な事象から、地球環境がどのように変化してきたかを理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
地球環境の変化に関する資料に基づいて、大気の変化と生命活動の相互のか
かわりを見出して理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。
定期考査

○ 8

F 単元　地球と環境
【知識及び技能】
地震災害や火山災害に伴い、どのような被害あ発生するかを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
過去の地震をもとに、地震のタイプから発生する災害を推測することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
それぞれの地域で発生する可能性がある災害を理解し、命を守る最善の対応
策を考えようとするとともに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
気象災害①
気象災害②
地震災害
地震による被害の軽減
火山災害と防災
自然災害への対策

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
 大気の大循環および，各地域での大気の動きを理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
エルニーニョ現象やラニーニャ現象が発生したときに，日本の気候に与える影響について考察す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
大気の大循環に関心をもち，各地域での大気の動きについて意欲的に学習しようとしている。 ○ ○ ○ 8

・指導事項
先カンブリア時代
古生代
中生代
新生代

【知識・技能】
先カンブリア時代から新生代第四紀までの，地球と生物の変遷を理解し，知識を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
 地球の酸素濃度や二酸化炭素濃度のグラフから，当時の環境や，生物の進化・絶滅について考察
することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
 地質時代における生物界の移り変わりのようすに関心をもち，地球の生い立ちを意欲的に探究し
ようとしている。

○ ○ ○

4

合計

70

○ ○

C 単元　地震
【知識及び技能】
　地震現象そのものについて学習し、震央・震源の決定については作図を通
して理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
大森公式と作図によって、震央・震源の位置を決定することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

○

・指導事項
火山の分布
火山の形成とマグマ
火山の噴火
火山の地形

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
火山の形成過程について，地下のプレートと関連させて理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
世界の火山分布と日本の火山分布の資料から，マグマの発生する場所について，地下のプレート
と関連させて考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界および日本の火山の分布に関心をもち，火山活動について意欲的に学習しようとしている。
火山の形成に関心をもち，火山活動について意欲的に学習しようとしている。

○ ○ ○

○

7

定期考査 ○

7

A 単元　地球の概観
【知識及び技能】
　地球の形や大きさについて、測定の歴史を学び、その求め方を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
地球の内部に層構造がみられることや、各層の構成物質の種類や性質、状態
について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
地球の形と大きさ
地球の形の特徴と大きさ
地球の内部構造
地球内部の動き

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
　エラトステネスによる測定をもとに，計算によって地球の大きさを求めることができる。
【思考・判断・表現】
地球内部を構成する元素を示すグラフを読み取り、地球内部の構成物質の違いについて考察する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球の形と大きさの測定の歴史について意欲的に学習しようとしている。

○ ○ ○ 7

B 単元　プレートの運動
【知識及び技能】
　プレートの分布とその境界にみられる地球表面の特徴を学び、プレートの
運動を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
プレートの動きから、プレート境界でみられる地形的な特徴を説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　プレートの種類と世界のプレートの分布を理解している。世界の大山脈が、プレートの収束境
界で生じた造山運動で形成されたことを理解している。
【思考・判断・表現】
　プレートの動きから、プレート境界でみられる地形的な特徴を説明できる。断層や褶曲を、そ
の形態から分類し、どのように形成されたかを考察できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な断層や褶曲に興味を持ち、その形成について考察し、理解を深めようとしている。

理科 地学基礎

（１組：小糸） （２組：橋本） （３組：秋本） （４組：橋本）

理科 地学基礎 2

定期考査

自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

（５組：小糸） （６組：秋本）

地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとともに，科学
的態度を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
観察，実験などを通して地学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則を理解
し，知識を身に付けている。
地学的な事物・現象に関する観察，実験の技能を習得するとともに，それらを科学的に
探究する方法を身に付けている。

地学的な事物・現象の中に問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行うとと
もに，事象を実証的，論理的に考えたり，分析的・総合的に考察したりして，問題を解
決し，事実にもとづいて科学的に判断したことを，言語活動を通じて表現する。

第一学習社　　改訂　地学基礎

理科

自然現象について、特徴を見出して表現している。

自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

地学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 7

配当
時数

１
学
期

○ ○

２
学
期

定期考査 ○ ○
G 単元　宇宙と太陽の誕生
【知識及び技能】
宇宙の始まりについて、観測や理論的な研究から明らかになってきたことを
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
太陽の活動について、観察を通して説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
宇宙の探究
宇宙の始まり
太陽の誕生
太陽の活動

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
 宇宙の始まり，銀河系の構造について理解し，知識を身に付けている。太陽の誕生過程やエネル
ギー源，現在の太陽について理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
太陽の黒点の観察を通して，太陽の活動について理解を深めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
太陽系の中心に位置し，地球から最も近い距離にある恒星である太陽に関心をもち，地球上にさ
まざまに影響を与える太陽のエネルギーについて意欲的に学習しようとしている。

○ ○ ○ 8

H 単元　太陽系と地球の誕生
【知識及び技能】
太陽系では、衝突と合体が繰り返し起こり、様々な天体が作られたことを理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
惑星の特徴を示す物理量を、グラフで表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
地学的な事物・現象に関心や探究心をもち，意欲的にそれらを探究するとと
もに，科学的態度を身に付けている。

・指導事項
太陽系の構造
太陽系の誕生
太陽系の惑星
生命の惑星・地球

ネオパルノート
学習の記録シート
小テスト

【知識・技能】
太陽系の構造と誕生過程，地球型惑星と木星型惑星の違いを理解し，知識を身に付けている。
【思考・判断・表現】
太陽系の形成時の位置や質量などの違いによって，地球型惑星と木星型惑星の内部構造が違うこ
とを考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
太陽系を構成する天体やその誕生過程に関心をもち，太陽系の成り立ちについて意欲的に学習し
ようとしている。

○ 8



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

140

理科 物理

合計

思

理科

自然現象についての理解を深め,科学的に探究するために必要な観察,実験などに関する技能を身につける。

物理的な事物・現象に主体的に関わり，科学的
に探究しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

物理

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を
養う。

東京書籍　物理

理科

○ 52

【知識・技能】
　物体の運動について理解するとともに、実験
の技能を身に付けている。
　基本的な単位の換算ができる。
【思考・判断・表現】
 物体の運動などの観察、実験を行い、科学的
に探究する力を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動などに主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を身に付けている。

○

○ ○

○

○ 22

○ 66

東村山

自然現象に主体的に関わり,科学的に探究しようとする態度を養う。

物理

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 態
配当
時数

4

橋本 明美

自然現象についての観察,実験などを行い,科学的に探究する力を養う。

指導項目・内容 評価規準 知

３
学
期

電気と磁気
【知識及び技能】
電気や磁気に関する現象についての観
察，実験などを通して，電気や磁気につ
いて日常生活や社会と関連付けて理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　電気や磁気について，観察，実験など
を通して探究し，電気と電流，電流と磁
界における規則性や関係性を見いだして
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　転機と磁気についての事物・現象に主
体的に関わり，科学的に探究しようとす
る。

・指導事項
　①電気と電流
　②電解と電位
　③電流と磁界

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

１
学
期

様々な運動
【知識及び技能】
物体の運動についての観察，実験などを
通して，様々な運動について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
様々な物体の運動について，観察，実験
などを通して探究し，規則性や関係性を
見いだして表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
 様々な運動についての事物・現象に主体
的に関わり，科学的に探究しようとす
る。

・指導事項
　①平面内の運動と剛体のつりあい
　②運動量
　③円運動と単振動
　④万有引力
  ⑤気体の分子運動

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

２
学
期

波
【知識及び技能】
　波動現象についての観察，実験などを
通して，波について，日常生活や社会と
関連付けて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　波について，観察，実験などを通して
探究し，規則性や関係性を見いだして表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　波についての事物・現象に主体的に関
わり，科学的に探究しようとする。

・指導事項
　①波の伝わり方
　②音
　③光

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

【知識・技能】
　電気と磁気について理解するとともに、実験
の技能と身の周りの電気や磁気について探究す
る方法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　電気と磁気ついての観察、実験を行い、身の
周りの電気に関する事柄を科学的に探究する力
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電気と磁気、電気の利用に主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を身に付けてい
る。

○ ○

○

【知識・技能】
　波の性質や音や光の関係について理解すると
ともに、実験の技能と身の周りの波動現象につ
いて探究する方法を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　波の性質や音や光の関係についての観察、実
験を行い、規則性や関係性を見いだして表現で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の周りの波動現象にに主体的に関わり、科
学的に探究しようとする態度を身に付けてい
る。

○

○ ○



高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

140

理科 選択生物

定期考査 〇 〇

合計

思

理科

　自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、主体的にかかわり、科学的に探究し
ようとしてい

【学びに向かう力、人間性等】

選択生物

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、理解するとともに観察実験技術を身
に付ける

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、特徴を見出して表現している

実教出版　生物

理科

○ 48

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　思考問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○

○

○ 40

○ 52

東村山

　自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

選択生物

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 態
配当
時数

4

（ 小糸 ）

　自然現象について、特徴を見出して表現している。

指導項目・内容 評価規準 知

３
学
期

生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の進化について、植生と繊維生態系
とその保全を理解しているとともに、そ
れらの観察・実験に関する技能を身に付
けている。また、生態系の保全の重要性
について認識している。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の進化について、観察・実験など
を通して探究し、生態系における、生物
の多様性及び生物と環境との関係性を見
出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の進化に主体的にかかわり、見通
しを持った振り返りをするなど科学的に
探究しようとしている。

・指導事項
　生命の起源と生物の変遷
　進化のしくみ
　生物の系統

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

１
学
期

生物の特徴
【知識及び技能】
生体物質や遺伝子発現を理解していると
ともに、観察・実験などに関する技術を
身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
生体物質について、観察・実験などを通
して探究し、多様な生物が持つ共通の特
徴を見出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
生体物質や遺伝子発現に主体的にかかわ
り見通しと振り返りをし、科学的に探究
しようとしている。

・指導事項
　生体物質と細胞
　生命現象を支えるタンパク質
　代謝とエネルギー
　DNAの構造と複製
　遺伝情報の発現
　遺伝子の発現調節
　バイオテクノロジー
・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

２
学
期

ヒトの体の特徴
【知識及び技能】
生物の反応について、神経系と内分泌系
による調節、免疫を理解しているととも
に、それらの観察・実験に関する技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の反応について、観察・実験など
を通して探究しm神経系と内分泌系による
調節、及び免疫などの特徴を見出して表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の反応について主体的にかかわ
り、見通しを持った振り返りをするなど
科学的に探究しようとしている。

・指導事項
　多様な個体が生じる有性生殖
　動物の発生
　動物の発生のしくみ
　植物の発生
　動物の刺激と受容と反応
　動物の行動
　植物の環境応答
　生態と環境

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　思考問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○ ○

○

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　思考問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○



高等学校 令和8年度（３学年用） 教科　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○
19

合計

１
学
期

化学

【 知　識　及　び　技　能 】

D 溶液

【知識及び技能】
　溶液に関する事象について理解するとともに凝固点効果といった現象が起こ

ることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】

　溶液の濃度から蒸気圧や凝固点降下の変化について表現するとともに、溶液

に関する計算についてすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】

　溶液の違いについて興味を持ち、主体的に学ぶことができる。

○

　自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

○

○ ○ ○ 6

【知識・技能】

　溶液に関する事象について理解するとともに科学的に探究する方法を理解する。
【思考・判断・表現】

　溶液の濃度から蒸気圧降下や蒸気圧について計算をすることができる。また、溶液に関する特徴に
ついて表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　溶液に関する事物・現象について主体的に関わり、探究しようとする。

10

配当
時数

A  固体の構造
【知識及び技能】

固体の結晶格子の概念とそれぞれの結晶の構造について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

固体の結晶格子について表現し、それぞれの違いについて説明することができ

る。
【学びに向かう力、人間性等】

結晶格子の違いから性質の違い等に自ら学ぶ。

・指導事項
　結晶とアモルファス

　金属結晶

　イオン結晶

　分子間力と分子結晶

　共有結合の結晶
・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　様々な固体の結合を理解するとともに，科学的に探究する方法を理解する。身近な物質の探究に必

要な技能を身に付けている。

【思考・判断・表現】

　身近な物質の探究に関する事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学

的に考察し，導き出した考え方を的確に表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】

　身近な物質の探究に関する事物・現象に主体的に関わり，それらに対する気付きからさらに探究し

ようとする態度を身につけている。

○ ○

　物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
物質とその変化についての理解を深め，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に
付ける。

　観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

数研出版　新編　化学

理科

　自然現象について、特徴を見出して表現している。

　自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

理科 化学

（磯野 ）

理科 化学 4

東村山

B 物質の状態変化
【知識及び技能】

　状態変化に伴うエネルギーの出入りや化学結合と融点・沸点の関係を理解す

るとともに、気液平衡や蒸気圧、状態図についても理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

　エネルギー変化のグラフから発生したエネルギーや給したエネルギーについ

て表現することができる。

【学びに向かう力、人間性等】

　原子の動きから状態変化が起きていることや、状態の違いについて興味を持
つ。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　物質の状態変化について理解するとともに、化学的に探究する方法を理解する。また、エネルギー

の出入りについて理解する。

【思考・判断・表現】

　状態変化に関する事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を通して、事象を化学的に考察

し、導き出した考え方を表現している。

【主体的に学習に取り組む態度】

　物質の状態変化に関する事物・現象に主体的に関わり、さらに探究しようとする態度を身に付けて

いる。

○ 11

○ 6

E 化学反応とエネルギー
【知識及び技能】

　化学反応に伴う熱量をエンタルピー変化を理解するとともにそれぞれの結合
のエネルギーについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

　反応エンタルピーの種類を判断することで、目的のエンタルピー変化を求め
ることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　エンタルピー変化について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項

　溶液とそのしくみ
　溶解度

　希薄溶液の性質
　コロイド溶液

・教材

・一人１台端末の活用　等

○ 18

J 有機化合物

【知識及び技能】
　有機化合物について理解するとともに、その性質について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　有機化合物についてそれらの性質について説明できるともにその実験室的製

法等について順序だてて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　有機化合物について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項

　有機化合物の分類と分析
　脂肪族炭化水素

　アルコールと関連化合物
　芳香族化合物

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　有機化合物について理解し、その性質についても理解する。
【思考・判断・表現】

　有機化合物について説明することができるとともにそれらの製法について正しく説明することがで
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　有機化合物に関する事象や現象について主体的に関わり、探究しようとする。 ○ ○ ○ 28

140

K 高分子化合物

【知識及び技能】

　高分子化合物について理解するとともに、その性質について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】

　高分子化合物についてそれらの性質について説明できるともにその実験室的

製法等について順序だてて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】

　高分子化合物について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項

　高分子化合物の性質

　天然高分子化合物
　合成高分子化合物

・教材

・一人１台端末の活用　等

３
学
期

２
学
期

I 無機物質

【知識及び技能】
　無機物質について理解するとともに、その性質について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

　無機物質についてそれらの性質について説明できるともにその実験室的製法

等について順序だてて説明できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　無機物質について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項

　元素の分類と周期表
　非金属元素

　金属元素（典型元素）

　金属元素（遷移元素）

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　無機物質について理解し、その性質についても理解する。
【思考・判断・表現】

　無機物質について説明することができるとともにそれらの製法について正しく説明することができ

る。

【主体的に学習に取り組む態度】

　無機物質に関する事象や現象について主体的に関わり、探究しようとする。
○ ○

【知識・技能】

　高分子化合物について理解し、その性質についても理解する。

【思考・判断・表現】
　高分子化合物について説明することができるとともにそれらの製法について正しく説明することが

できる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　高分子化合物に関する事象や現象について主体的に関わり、探究しようとする。
○ ○

定期考査

○ ○

・指導事項
　粒子の熱運動

　三態の変化とエネルギー

　気液平衡と蒸気圧

・教材

・一人１台端末の活用　等

C 気体
【知識及び技能】
　気体に関する事象について理解するとともに、理想気体・実在気体との違い

について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　気体の状態方程式から気体の密度等を求めることができ、実在気体を理想気

体に近づける条件について表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】

　気体の違いについて興味を持ち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項
　気体の体積
　気体の状態方程式

　混合気体の圧力

　実在気体
・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　気体に関する事象について理解するとともに、科学的に探究する方法を理解する。
【思考・判断・表現】

　気体について状態方程式を用いて密度や分子量を求めるともに、理想気体と実在気体との違いにつ

いて表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】

　気体に関する事物・現象に主体的に関わり、探究しようとする態度を養う。 〇 ○

G 化学反応の速さとしくみ

【知識及び技能】

　化学反応の反応速度の表し方を理解するとともに反応条件についても理解す
る。

【思考力、判断力、表現力等】

　化学反応の反応条件から反応の仕組みについて考えるとともに、触媒につい

て考えることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応について反応速度に影響を与える要因について興味をもち、主体的

に学ぶことができる。

・指導事項

　化学反応の速さ

　反応条件と反応速度
　化学反応のしくみ

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　化学反応の反応速度について理解するともに、科学的に探究する方法を理解している。

【思考・判断・表現】
　反応速度の表し方、それを求めることができる。触媒の利用例について表現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　化学反応に関する事象・現象について主体的に関わり、探究しようとする。

○ ○

定期考査

F 電池と電気分解
【知識及び技能】

　電池の仕組みについて酸化還元反応と関連付けて理解するとともに、具体的
な電池の構造について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】

　電池の構造から正極負極について考えることができるとともにファラデー法
則に基づく電気分解の量的関係について計算することができる。
【学びに向かう力、人間性等】

　電池の仕組みや構造について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

H 化学平衡

【知識及び技能】
　化学平衡について理解するとともにそれにかかわる原理や法則について理解

する。
【思考力、判断力、表現力等】

　化学平衡について条件を変更することで平衡がどのように移動するか考える

ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】

化学平衡について興味をもち、主体的に学ぶことができる。

・指導事項

　可逆反応と化学平衡
　平衡状態の変化

　電解質水溶液の化学平衡
・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】

　化学平衡の原理や法則について理解している。
【思考・判断・表現】

　化学平衡が条件を変更することによって平衡がどのように移動するかについて表現することができ
る。

【主体的に学習に取り組む態度】

　化学平衡に関する事象や現象について主体的に関わり、探究しようとする。
○

○

○

12

・指導事項
　電池

　電気分解
・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　電池の構造や仕組みについて理解するとともに、科学的に探究する方法を理解する。

【思考・判断・表現】
　電気分解における量的関係について計算することができる。電池の構造から電子の動きについて表

現することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　電池に関する事象・現象について主体的に関わり、探究しようとする。 ○ ○ ○ 8

○ ○

○ 14

○ 8

・指導事項
　化学反応と熱

　ヘスの法則
　化学反応と光

・教材

・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　エネルギーに関する事象について理解するとともに科学的に探究する方法を理解する。

【思考・判断・表現】
　化学反応に伴う熱量のエンタルピー変化にを計算で求めることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】

　化学反応に伴う熱量について主体的に関わり、探究しようとする。 ○ ○ ○



高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組 5 組 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

10

10

3.熱とエネルギー
【知識及び技能】
　熱と温度、熱の利用について理解していると
ともに、それらの実験・観察などを身につけ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　熱と温度、熱の利用について探求し、熱の移
動及び熱と仕事の関係について表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　熱と温度、熱の利用などについて主体的に関
わり、特徴や性質について科学的に探究しよう
とする。

・指導事項
　①温度と熱運動
　②熱と熱平均
　③熱と仕事
　④エネルギーの変換と保存

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

○ ○

・指導事項
　①力と質量
　②いろいろな力
　③力の合成・分解と力のつり合い
　④運動の法則
　⑤運動方程式

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

【知識・技能】
　様々な力とその働きについて理解するとともに，観察・
実験の技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　様々な力とその働きについての観察、実験を行い、規則
性や関係性を見いだして表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な力とその働きなどに主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度を身に付けている。

１
学
期

1.物体の運動
【知識及び技能】
　物体の運動の特徴について理解しているとと
もに、それらの観察・実験などの技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物体の運動の特徴について、観察・実験など
を通じて探究し、規則性や関連性を見出してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　物体の運動について主体的に関わり見通しを
持ち、振り返ることで科学的に探究しようとす
る。

・指導事項
　①速さと等速直線運動
　②変位と速度
　③加速度
　④等加速度直線運動
  ⑤重力加速度と自由落下
　⑥鉛直投げおろし
　　鉛直投げ上げ

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

【知識・技能】
　物体の運動について理解するとともに、実験の技能を身
に付けている。
　基本的な単位の換算ができる。
【思考・判断・表現】
 物体の運動などの観察、実験を行い、科学的に探究する力
を身に付けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
物体の運動などに主体的に関わり，科学的に探究しようと
する態度を身に付けている。

○ ○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○

定期考査

理科 物理基礎 2

（　5組：橋本　　）（　6組：橋本　　）

2.力と運動の法則
【知識及び技能】
　様々な力とその働きについて理解していると
ともに、それらの観察・実験などの技能を身に
つけている。
【思考力、判断力、表現力等】
　様々な力とその働きについて探求し、表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な力とその働きについてついて主体的に
関わり、規則性や関連性について科学的に探究
しようとしている。

○ ○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や社会との関連を図りながら、物体の運動と様々なエネル
ギーについて理解するとともに、科学的に探究するために必要な観
察、実験などに関する基本的な技能を身につけるようにする。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

第一学習社　高等学校新物理基礎

理科

自然現象についての観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

自然現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○

13

合計

70

○

○ ○ 13

・指導事項
　①太陽エネルギーの利用
　②原子力エネルギー

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

【知識・技能】
　エネルギーの利用や特性について、物理的な側面から理
解している。
【思考・判断・表現】
科学技術の具体的事例について、物理学の原理や法則など
がどのように応用させているか考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常生活と物理学の関りを主体的に考え、科学的に探究
しようとする態度を身に付けている

○ ○

【知識・技能】
　物質と電気抵抗、電気の利用について理解するととも
に、実験の方法について身に付けている。
【思考・判断・表現】
　電気と電気抵抗についての観察、実験を行い、身の周り
の電気に関する事柄を科学的に探究する力を身に付けてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　電気や電気抵抗、電気の利用に主体的に関わり、科学的
に探究しようとする態度を身に付けている。

○ ○

○

○ 13

東村山

３
学
期

5.電荷と電流
【知識及び技能】
　物質と電気抵抗、電気の利用について理解す
るとともに、酸と塩基に類する実験の方法につ
いて身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質と電気抵抗の関係を見出せるとともに、
抵抗率が異なることを探究することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の周りの電気について考え、科学的に探究
しようとしている。

・指導事項
　①電荷
　②電流と電気抵抗
　③物質と抵抗率
　④磁場
　⑤交流の発生と利用
　⑥電磁波

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

定期考査

自然現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身につける。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり、科学的に探求
しようとする態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎

（　1組：橋本　　）

6.エネルギーとその利用
【知識及び技能】
　物理基礎で学んだ事柄が、日常生活や社会を
支えている科学技術を結びついていることを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
日常生活や身近な環境への物理学の成果や応用
について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物理学の原理や法則などがどのように応用さ
れているか科学的に探究しようとしている。

○ 11

4.波の性質
【知識及び技能】
　波の性質、音と振動について理解するととも
に、身の周りの波動現象について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 波ついて探求し、様々な関係について考え、
表現しているとともに、身の周りの波動現象の
関係について表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　波の性質や音と振動の関係について主体的に
関わり、化学反応式との関係について科学的に
探究している。

・指導事項
　①波と振動
　②波の表し方
　③波の重ねあわせ
　④音と速さと３要素
　⑤波としての音の性質
　⑥弦の固有振動

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

【知識・技能】
　波の性質や音と振動の関係について理解するとともに、
実験の技能と身の周りの波動現象について探究する方法を
身に付けている。
【思考・判断・表現】
　波の性質や音と振動の関係についての観察、実験を行
い、規則性や関係性を見いだして表現できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　身の周りの波動現象にに主体的に関わり、科学的に探究
しようとする態度を身に付けている。

○

【知識・技能】
　熱と温度、熱の利用などを理解するとともに、科学的に
探究する方法を理解する。
【思考・判断・表現】
　熱と温度、熱の利用に関する観察、実験を通して、事象
を科学的に考察し、導き出した考え方を的確に表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　熱と温度、熱の利用の探究に関する事物・現象に主体的
に関わり，それらに対する気付きからさらに探究しようと
する態度を身につけている。



高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○ ○

○

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○

３
学
期

免疫のはたらき
【知識及び技能】
　ヒトの体の調節について、免疫を理解し
ているとともに、それらの観察・実験に関
する技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　ヒトの体の調節について、観察・実験な
どを通して探究し免疫などの特徴を見出し
て表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　ヒトの体の調節に主体的にかかわり、見
通しを持った振り返りをするなど科学的に
探究しようとしている。

・指導事項
　自然免疫
　獲得免疫

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

１
学
期

生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について、植生と繊
維生態系とその保全を理解しているととも
に、それらの観察・実験に関する技能を身
に付けている。また、生態系の保全の重要
性について認識している。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の多様性と生態系について、観察・
実験などを通して探究し、生態系におけ
る、生物の多様性及び生物と環境との関係
性を見出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の多様性と生態系に主体的にかかわ
り、見通しを持った振り返りをするなど科
学的に探究しようとしている。

・指導事項
　植生
　バイオーム
　遷移
　生態系のバランスと保全
  細胞の共通性
　原核細胞と真核細胞
　
・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

２
学
期

生物の特徴/ヒトの体の特徴
【知識及び技能】
　生物の特徴や遺伝子とその働きを理解し
ているとともに、それらの観察・実験など
に関する技術を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の特徴について、観察・実験などを
通して探究し、多様な生物が持つ共通の特
徴を見出して表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の特徴に主体的にかかわりm見通し
を持ったり振返ったりするなど、科学的に
探究しようとしている。

・指導事項
　光合成・呼吸
　酵素
　ＤＮＡの構造
　遺伝子のはたらき
　遺伝子の発現
　タンパク質
  自律神経系と内分泌系
　体内環境の維持
　

・教材
　教科書・副教材・授業プリント

・一人１台端末の活用　等

定期考査

東村山

　自然現象の理解に主体的にかかわり、見通しを持ったり振返りをするなど科学的に探究しようとしている。

理科基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 態
配当
時数

2

秋本

　自然現象について、特徴を見出して表現している。

指導項目・内容 評価規準 知

○ 6

○ 34

○ 30

【知識・技能】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかけている。
　実験の手順等が正確に書かれている。

【思考・判断・表現】
　授業プリント・実験プリント。
　知識問題等が正確にかかれている。
　実験の考察等が丁寧に書かれている。

【主体的に学習に取り組む態度】
　提出物がしっかりと出されている。
　授業に集中している。
　考査ごとの振返りにしっかり取り組んでいる。

○

○ ○

○

合計

思

理科

　自然現象について、理解するとともに観察・実験技術を身に付ける。

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、主体的にかかわり、科学的に探究し
ようとしてい

【学びに向かう力、人間性等】

理科基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、理解するとともに観察実験技術を身
に付ける

生物の特徴、ヒトの体、生物の多様性と生態系
について、特徴を見出して表現している

数研出版　新編　生物基礎

理科

70

理科 理科基礎

〇 〇


